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10
P
に
掲
載
し
た
と
お
り
、国
際

交
流
員
の
シ
ョ
ー
ン
の
任
期
が
満
了

と
な
り
、広
報
が
で
る
頃
に
は
東
京

で
新
し
い
生
活
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
皆
に
優
し
く
、日
本
人
以
上
に
気

配
り
が
で
き
る
シ
ョ
ー
ン
に
助
け
ら

れ
て
、約
２
年
間
、担
当
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。彼
が
、馬
路
村

に
来
て
く
れ
た
こ
と
を
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
シ
ョ
ー
ン
の
新
天
地
で
の
活
躍
を

祈
り
つ
つ
、ま
た
馬
路
村
に
遊
び
に

来
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
！

（
絢
）

7月12日　中芸消防大会（田野町）

6月20日　虫送り（日浦地区）

6月27日　第10回ケロケロ祭（魚梁瀬多目的施設）

7月11日　夕涼み会（馬路保育所）

7月18日　校内水泳大会(魚梁瀬小・中学校)

防災特集 ～災害に備えて～ ・・・・・・・・・・２
生活物資の備蓄・介護家族の集い ・・・・・・３
おらが村の学校便り36・・・・・・・・・・・・・４・５
役場職員の給与・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６
私たち、魚梁瀬ふるさと応援隊⑤ ・・・・・７
議会だよりNo.141・・・・・・・・・・・・・・・８・９
ショーンからジョンへ ・・・・・・・・・・・１０・１１

Dr. 中川の木の香る診察室から ・・・・・・・・１２
赤ちゃん万歳・ふるさとへの便り57 ・・・・・１３
安田川漫歩（14） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４・１５
お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６
行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７
村内あちらこちら･村のできごと ・・・・・・・１８

 3 日　夕涼み会（魚梁瀬保育所）
11日　夕涼み会（馬路保育所）
12日　中芸消防大会（田野町）
14日　校内水泳大会（馬路小学校）
  あかり教室（就業改善センター）
15日　馬路小・中学校終業式
18日　校内水泳大会（魚梁瀬小・中学校）
  魚梁瀬小・中学校終業式
28日　中芸地区小学校水泳交歓会
  (奈半利小学校）
31日　宿泊保育(～8/1)(馬路保育所)

１ 日　安田川アユ漁解禁
 2 日　校外美化活動(魚梁瀬小・中学校)
14日　村内一斉清掃
17日　体育会長杯ビーチボールバレー大会
  (魚梁瀬地区)
20日　虫送り(日浦地区)
  東部博 魚梁瀬森林鉄道アート＆ライブ
  (河口隧道)
27日　第10回ケロケロ祭(魚梁瀬多目的施設)

6月

7月

編
集
後
記

馬
路
保
育
所

▼

ショーン先生　2年間ありがとうショーン先生　2年間ありがとうショーン先生　2年間ありがとう
いつでも帰ってきてね　第二のふるさとが待ってるよ！



◇
一
番
大
事
な
の
は
一
人

　一
人
が
取
り
組
む
防
災

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、

次
の
３
つ
が
重
要
で
す
。

　そ
の
中
で
も
基
本
と
な
る
の

は
「
自
助
」
で
、
一
人
一
人
が

自
分
の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と

で
す
。

　
特
に
災
害
が
発
生
し
た
と
き

は
、
ま
ず
、
自
分
の
身
の
安
全

が
最
も
重
要
で
す
。
「
自
助
」

に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
自
分

の
家
の
安
全
対
策
を
し
て
お
く

と
と
も
に
、
外
出
先
で
地
震
な

ど
に
遭
遇
し
た
場
合
で
も
、
自

分
の
身
を
守
る
方
法
を
知
っ
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
水
や
食
料
な
ど
の
備

え
を
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。

　
防
災
対
策
に
は
、
備
え
す
ぎ

と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
が
、
災
害
時
の
被
害

に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
被
害
を

で
き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
の
対

策
が
重
要
で
す
。

　◇
家
具
の
転
倒
防
止

　
大
地
震
の
発
生
時
に
は
「
家

具
は
必
ず
倒
れ
る
も
の
」
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
家
具
の
固
定

や
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
等
の
対

策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
寝
室
や
子
ど
も
部
屋
に

は
大
き
な
家
具
を
で
き
る
だ
け

置
か
な
い
よ
う
に
し
、
小
さ
な

家
具
に
つ
い
て
も
、
も
し
倒
れ

て
も
出
口
を
ふ
さ
が
な
い
よ
う

に
向
き
や
配
置
を
工
夫
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
村
で
は
家
具
の
転
倒
防
止
器

具
や
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
の
購
入
、
設
置
に
対
し
て

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

役
場
総
務
課
☎
（
８
）
４
４
│

２

１
１
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 ローリングストック法

　
①　普段買う２倍の量の食料品を購入します。
このとき購入するのは、ストック可能な食品で
ある米、カップめん、レトルト食品、缶詰、お
菓子などです。

②　古い食品から順番に食べて、半分の量になれば食
べた分と同じだけの量を購入します。常に食料
品が余分にある状態をキープすることがポイン
トです。

③　ストックする食料品は、いつでもすぐに取り出し
やすく使いやすい場所に収納すると、より循環
しやすくなります。

　ローリングストック法は、食料品だけでなく生活
用品の備蓄にも応用できます。
　医薬品やコンタクトレンズなど、使うものが個人
ごとに異なる医薬品類は、個人での備蓄が重要です
ので、日頃から備蓄をしておきましょう。

防災
特集

〜
災
害
に
備
え
て
〜

〜
災
害
に
備
え
て
〜

〜
災
害
に
備
え
て
〜

○
一
人
一
人
が
自
ら
取
り
組
む

「
自
助
」

○
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士

が
助
け
合
っ
て
取
り
組
む

「
共
助
」

○
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が

取
り
組
む
「
公
助
」

　◇
生
活
物
資
の
備
蓄

　
地
震
や
台
風
と
い
っ
た
災
害

の
発
生
に
よ
る
孤
立
対
策
と
し

て
各
世
帯
で
の
備
蓄
は
重
要
で

す
。

　
農
林
水
産
省
で
も
、
東
日
本

大
震
災
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、

最
低
で
も
３
日
か
ら
１
週
間
分

の
家
庭
内
備
蓄
に
取
り
組
む
こ

と
が
望
ま
し
い
、
と
い
う
指
針

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
な
保
存
食
を
用
意
す
る

こ
と
な
く
、
普
段
の
生
活
の
中

で
無
駄
の
な
い
備
蓄
を
行
う
方

法
の
一
つ
と
し
て
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
法
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
災
害
時
の
避
難
情
報
に

　つ
い
て

８
月
30
日
（
日
）
に

「
県
下
一
斉
避
難
訓
練
」

「
地
域
の
み
ん
な
で
自
主
防
災
訓
練
」
実
施

　
高
知
県
で
は
、
毎
年
８
月
30
日
か
ら

９
月
５
日
ま
で
の
「
高
知
県
南
海
ト
ラ

フ
地
震
対
策
推
進
週
間
」
に
合
わ
せ

て
、
期
間
内
の
日
曜
日
に
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
村
で
も
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
の

で
、
詳
細
な
内
容
等
に
つ
い
て
は
有
線

放
送
で
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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７
月
16
日
に
高
知
県
室
戸
市

付
近
に
上
陸
し
た
台
風
11
号
に

よ
り
、
気
象
庁
か
ら
土
砂
災
害

警
戒
情
報
の
発
令
を
受
け
、
馬

路
村
で
は
日
浦
地
区
の
一
部
の

住
民
の
か
た
が
た
へ
「
避
難
指

示
」
と
村
内
全
域
へ
の
「
避
難

勧
告
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
気
象
庁
が
発
表
す

る
警
報
な
ど
を
受
け
て
、
有
線

放
送
で
村
民
の
皆
さ
ま
に
周
知

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
避
難

指
示
や
避
難
勧
告
な
ど
普
段
耳

に
し
な
い
言
葉
で
不
安
に
思
っ

た
方
の
た
め
に
も
、
避
難
準
備

情
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
も
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

（
１
）
避
難
準
備
情
報

　
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
、
土

砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま

っ
た
時
に
、
皆
さ
ま
に
避
難
の

準
備
と
避
難
に
時
間
を
要
す
る

方
に
つ
い
て
は
避
難
を
し
て
も

ら
う
た
め
に
発
令
す
る
も
の
で

す
。
「
ま
だ
避
難
勧
告
・
避
難

指
示
じ
ゃ
な
い
か
ら
大
丈
夫
だ

ろ
う
」
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
避
難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ

た
際
は
、
い
つ
避
難
勧
告
・
避

難
指
示
が
発
令
さ
れ
て
も
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ご
家
族

と
の
連
絡
や
持
ち
出
し
品
の
準

備
と
い
っ
た
、
避
難
に
向
け
た

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
２
）
土
砂
災
害
警
戒
情
報

　
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る
地

域
に
対
し
て
、
気
象
庁
と
各
都

道
府
県
が
合
同
で
発
表
す
る
防

災
気
象
情
報
で
す
。

　
高
知
県
で
は
平
成
19
年
か
ら

運
用
さ
れ
て
お
り
、
馬
路
村
で

は
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
発

令
す
る
目
安
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
３
）
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

　
避
難
準
備
情
報
の
発
令
時
か

ら
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
が
高

ま
る
と
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ

ま
す
。

　
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た

後
、
さ
ら
に
土
砂
災
害
発
生
の

危
険
が
高
ま
っ
た
時
に
は
、
有

線
放
送
の
ほ
か
に
、
役
場
か
ら

の
電
話
に
よ
る
連
絡
や
消
防
団

の
訪
問
な
ど
に
よ
り
個
別
に
対

応
を
行
い
ま
す
。

　
避
難
勧
告
及
び
避
難
指
示
の

発
令
の
際
に
は
、
体
育
館
な
ど

の
村
が
指
定
す
る
避
難
場
所
へ

の
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
８
月
に
入
り
、
こ
れ
か

ら
さ
ら
な
る
大
雨
や
台
風
の
発

生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
天
気
予
報
や
台
風
の
進
路
予

測
と
い
っ
た
気
象
情
報
に
は
十

分
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
族
に
介
護
が
必
要
と
な
り
、

実
際
に
介
護
を
し
て
み
る
と
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
な
ど
手
に

入
れ
に
く
く
、
介
護
上
の
悩
み

を
抱
え
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で

す
。

　
馬
路
村
で
は
、
家
族
の
介
護

を
し
て
い
る
か
た
が
た
に
呼
び

か
け
、
日
頃
言
え
な
い
悩
み
な

ど
を
打
ち
明
け
た
り
、
介
護
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
し
た
り

す
る
交
流
の
場
と
し
て
「
介
護

家
族
の
集
い
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

平
成
27
年
度 

1
回
目
開
催

　
今
年
度
最
初
の
開
催
は
、
7

月
9
日
（
木
）
に
昼
の
部
、
夜

の
部
に
分
け
て
家
族
の
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
と
、

ど
の
よ
う
な
介
護
を
し
て
き
た

か
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
、
お

話
を
聞
く
中
で
、

◎
他
の
家
族
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
介
護
す
る
側
に

と
っ
て
身
近
で
共
感
で
き
た
。

◎
昨
年
聞
い
た
情
報
か
ら
他
町

村
の
施
設
で
短
期
間
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
知

り
、
実
際
に
利
用
し
た
こ
と

で
心
に
余
裕
を
持
つ
こ
と
が

連
絡
先

　
馬
路
村
役
場
　
健
康
福
祉
課

　
　
☎
（
8
）
４
４
│

２
１
１
２

　
馬
路
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
（
8
）
４
２
│

１
０
２
０

　
中
芸
広
域
連
合
　

　
　
　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
８
８
７
│
３
２
│
１
２
４
４

で
き
た
。

◎
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
だ
け

で
は
な
い
。

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
く
う

え
で
家
族
の
方
の
不
安
が
少
し

で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
学
習
な
ど
を
交
え
、
情
報
交

換
の
場
と
し
て
定
期
的
に
開
催

し
て
い
き
ま
す
。

　
何
か
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

介
護
家
族
の
集
い
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取
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れ
る
も
の
」
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
家
具
の
固
定

や
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
等
の
対

策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
寝
室
や
子
ど
も
部
屋
に

は
大
き
な
家
具
を
で
き
る
だ
け

置
か
な
い
よ
う
に
し
、
小
さ
な

家
具
に
つ
い
て
も
、
も
し
倒
れ

て
も
出
口
を
ふ
さ
が
な
い
よ
う

に
向
き
や
配
置
を
工
夫
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
村
で
は
家
具
の
転
倒
防
止
器

具
や
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
の
購
入
、
設
置
に
対
し
て

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

役
場
総
務
課
☎
（
８
）
４
４
│

２

１
１
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 ローリングストック法

　
①　普段買う２倍の量の食料品を購入します。
このとき購入するのは、ストック可能な食品で
ある米、カップめん、レトルト食品、缶詰、お
菓子などです。

②　古い食品から順番に食べて、半分の量になれば食
べた分と同じだけの量を購入します。常に食料
品が余分にある状態をキープすることがポイン
トです。

③　ストックする食料品は、いつでもすぐに取り出し
やすく使いやすい場所に収納すると、より循環
しやすくなります。

　ローリングストック法は、食料品だけでなく生活
用品の備蓄にも応用できます。
　医薬品やコンタクトレンズなど、使うものが個人
ごとに異なる医薬品類は、個人での備蓄が重要です
ので、日頃から備蓄をしておきましょう。

防災
特集

〜
災
害
に
備
え
て
〜

〜
災
害
に
備
え
て
〜

〜
災
害
に
備
え
て
〜

○
一
人
一
人
が
自
ら
取
り
組
む

「
自
助
」

○
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士

が
助
け
合
っ
て
取
り
組
む

「
共
助
」

○
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が

取
り
組
む
「
公
助
」

　◇
生
活
物
資
の
備
蓄

　
地
震
や
台
風
と
い
っ
た
災
害

の
発
生
に
よ
る
孤
立
対
策
と
し

て
各
世
帯
で
の
備
蓄
は
重
要
で

す
。

　
農
林
水
産
省
で
も
、
東
日
本

大
震
災
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、

最
低
で
も
３
日
か
ら
１
週
間
分

の
家
庭
内
備
蓄
に
取
り
組
む
こ

と
が
望
ま
し
い
、
と
い
う
指
針

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
な
保
存
食
を
用
意
す
る

こ
と
な
く
、
普
段
の
生
活
の
中

で
無
駄
の
な
い
備
蓄
を
行
う
方

法
の
一
つ
と
し
て
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
法
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
災
害
時
の
避
難
情
報
に

　つ
い
て

８
月
30
日
（
日
）
に

「
県
下
一
斉
避
難
訓
練
」

「
地
域
の
み
ん
な
で
自
主
防
災
訓
練
」
実
施

　
高
知
県
で
は
、
毎
年
８
月
30
日
か
ら

９
月
５
日
ま
で
の
「
高
知
県
南
海
ト
ラ

フ
地
震
対
策
推
進
週
間
」
に
合
わ
せ

て
、
期
間
内
の
日
曜
日
に
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
村
で
も
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
の

で
、
詳
細
な
内
容
等
に
つ
い
て
は
有
線

放
送
で
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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７
月
16
日
に
高
知
県
室
戸
市

付
近
に
上
陸
し
た
台
風
11
号
に

よ
り
、
気
象
庁
か
ら
土
砂
災
害

警
戒
情
報
の
発
令
を
受
け
、
馬

路
村
で
は
日
浦
地
区
の
一
部
の

住
民
の
か
た
が
た
へ
「
避
難
指

示
」
と
村
内
全
域
へ
の
「
避
難

勧
告
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
気
象
庁
が
発
表
す

る
警
報
な
ど
を
受
け
て
、
有
線

放
送
で
村
民
の
皆
さ
ま
に
周
知

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
避
難

指
示
や
避
難
勧
告
な
ど
普
段
耳

に
し
な
い
言
葉
で
不
安
に
思
っ

た
方
の
た
め
に
も
、
避
難
準
備

情
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
も
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

（
１
）
避
難
準
備
情
報

　
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
、
土

砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま

っ
た
時
に
、
皆
さ
ま
に
避
難
の

準
備
と
避
難
に
時
間
を
要
す
る

方
に
つ
い
て
は
避
難
を
し
て
も

ら
う
た
め
に
発
令
す
る
も
の
で

す
。
「
ま
だ
避
難
勧
告
・
避
難

指
示
じ
ゃ
な
い
か
ら
大
丈
夫
だ

ろ
う
」
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
避
難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ

た
際
は
、
い
つ
避
難
勧
告
・
避

難
指
示
が
発
令
さ
れ
て
も
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ご
家
族

と
の
連
絡
や
持
ち
出
し
品
の
準

備
と
い
っ
た
、
避
難
に
向
け
た

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
２
）
土
砂
災
害
警
戒
情
報

　
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る
地

域
に
対
し
て
、
気
象
庁
と
各
都

道
府
県
が
合
同
で
発
表
す
る
防

災
気
象
情
報
で
す
。

　
高
知
県
で
は
平
成
19
年
か
ら

運
用
さ
れ
て
お
り
、
馬
路
村
で

は
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
発

令
す
る
目
安
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
３
）
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

　
避
難
準
備
情
報
の
発
令
時
か

ら
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
が
高

ま
る
と
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ

ま
す
。

　
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た

後
、
さ
ら
に
土
砂
災
害
発
生
の

危
険
が
高
ま
っ
た
時
に
は
、
有

線
放
送
の
ほ
か
に
、
役
場
か
ら

の
電
話
に
よ
る
連
絡
や
消
防
団

の
訪
問
な
ど
に
よ
り
個
別
に
対

応
を
行
い
ま
す
。

　
避
難
勧
告
及
び
避
難
指
示
の

発
令
の
際
に
は
、
体
育
館
な
ど

の
村
が
指
定
す
る
避
難
場
所
へ

の
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
８
月
に
入
り
、
こ
れ
か

ら
さ
ら
な
る
大
雨
や
台
風
の
発

生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
天
気
予
報
や
台
風
の
進
路
予

測
と
い
っ
た
気
象
情
報
に
は
十

分
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
族
に
介
護
が
必
要
と
な
り
、

実
際
に
介
護
を
し
て
み
る
と
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
な
ど
手
に

入
れ
に
く
く
、
介
護
上
の
悩
み

を
抱
え
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で

す
。

　
馬
路
村
で
は
、
家
族
の
介
護

を
し
て
い
る
か
た
が
た
に
呼
び

か
け
、
日
頃
言
え
な
い
悩
み
な

ど
を
打
ち
明
け
た
り
、
介
護
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
し
た
り

す
る
交
流
の
場
と
し
て
「
介
護

家
族
の
集
い
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

平
成
27
年
度 

1
回
目
開
催

　
今
年
度
最
初
の
開
催
は
、
7

月
9
日
（
木
）
に
昼
の
部
、
夜

の
部
に
分
け
て
家
族
の
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
と
、

ど
の
よ
う
な
介
護
を
し
て
き
た

か
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
、
お

話
を
聞
く
中
で
、

◎
他
の
家
族
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
介
護
す
る
側
に

と
っ
て
身
近
で
共
感
で
き
た
。

◎
昨
年
聞
い
た
情
報
か
ら
他
町

村
の
施
設
で
短
期
間
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
知

り
、
実
際
に
利
用
し
た
こ
と

で
心
に
余
裕
を
持
つ
こ
と
が

連
絡
先

　
馬
路
村
役
場
　
健
康
福
祉
課

　
　
☎
（
8
）
４
４
│

２
１
１
２

　
馬
路
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
（
8
）
４
２
│

１
０
２
０

　
中
芸
広
域
連
合
　

　
　
　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
８
８
７
│
３
２
│
１
２
４
４

で
き
た
。

◎
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
だ
け

で
は
な
い
。

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
く
う

え
で
家
族
の
方
の
不
安
が
少
し

で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
学
習
な
ど
を
交
え
、
情
報
交

換
の
場
と
し
て
定
期
的
に
開
催

し
て
い
き
ま
す
。

　
何
か
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

介
護
家
族
の
集
い
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海遊館 

灘浜サイエンススクエア

★

★

★

★

３日目

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

北淡町震災記念公園

明石海峡大橋

★
北淡町震災記念公園 （１日目）

★

★
人と防災未来センター

シーパル須磨

村内小学校の 修学旅行 

ユニバーサル･スタジオ･ジャパン（２日目） 
なだはま 

灘浜サイエンススクエア（３日目） 

海遊館（２日目）

人と防災未来センター（１日目）

１日目

１泊目

１日目

　
念
願
の
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
す
。
最
初
に
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
の
所
に
行
っ
て
、

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
り
ま
し
た
。

体
が
浮
く
よ
う
な
不
思
議
な
感
じ
が
し

ま
し
た
。

　
ホ
グ
ワ
ー
ツ
城
に
は
、
動
く
絵
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
城
を
出
て
、
「
三
本

の
箒
」
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ア
ン
ド
チ
ッ
プ
ス
を
食
べ
ま
し
た
。

　
歩
い
て
い
る
と
、
シ
ュ
レ
ッ
ク
や
マ

リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
な
ど
映
画
の
主
人

公
に
も
会
え
ま
し
た
。

　
キ
テ
ィ
ラ
ン
ド
で
は
、
キ
テ
ィ
と

い
っ
し
ょ
に
写
真
も
と
れ
た
し
、
あ
く

手
も
で
き
た
し
、
お
み
や
げ
も
買
え
た

の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
ラ
イ
ド
シ
ア
タ
ー
に
乗
っ
て
、

鉄
の
原
料
が
製
品
に
な
る
ま
で

を
、
鉄
の
気
持
ち
に
な
っ
て
旅

を
し
ま
し
た
。

　
展
示
室
で
は
、
ク
イ
ズ
に
答
え

た
り
、
人
力
で
発
電
を
し
た
り
、

実
験
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
鉄
や
銅
な
ど
の
５
つ
の
金
属
で

重
さ
や
電
気
の
流
れ
や
す
さ
を
比

べ
る
と
、
鉄
が
一
番
だ
と
思
っ
た

の
に
、
銅
が
重
く
て
電
気
も
よ
く

流
し
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
神
戸
製
鉄
所
の
本
物
の
工
場
見

学
も
し
ま
し
た
。
と
け
て
い
る
鉄

の
様
子
も
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
す
ご
く
暑
く
て
倒
れ

そ
う
で
し
た
。

２日目

スターゲイトホテル ２泊目

　
海
遊
館
で
は
、
最
初
に

水
の
ト
ン
ネ
ル
み
た
い
な

ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
を
通
り
ま

し
た
。
ま
る
で
海
底
を
歩

い
て
い
る
よ
う
な
気
分
に

な
り
ま
し
た
。

　
高
さ
256
ｍ
、
54
階
建

て
の
ホ
テ
ル
の
31
階
に

泊
ま
り
ま
し
た
。

　
朝
食
は
、
54
階
で
バ

イ
キ
ン
グ
で
し
た
。
窓

か
ら
下
を
見
た
ら
す
ご

く
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

　
初
め
て
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
が

見
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
説
明
書
き
を
見
て
み
る

と
、
高
知
の
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ

と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

ほ
う
き

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で
は
、
映

像
を
見
て
、
阪
神･

淡
路
大
震
災
と
東

日
本
大
震
災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
音
が
大
き
す
ぎ
て
怖
か
っ
た
の
で
、

終
わ
っ
た
ら
手
に
あ
せ
を
か
い
て
い
ま

し
た
。

　
「
こ
の
ま
ち
と
生
き
る
」
の
地
震
が

起
き
て
す
ぐ
の
シ
ー
ン
で
は
、
酷
と
い

う
か
、
怖
く
て
泣
き
そ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
、
南
海

ト
ラ
フ
の
地
震
を
怖
が
る
よ
り
、
備
え

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
地
震
に
備
え
て
、
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る

と
い
う
こ
と
が
大
事
だ

と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
階
の
部
屋
か
ら
は
海

が
見
え
ま
し
た
。
ふ
ろ
場

か
ら
は
夕
日
も
見
え
ま
し

た
。
み
ん
な
で
夕
日
を
見

て
か
ら
ふ
ろ
を
出
ま
し
た
。

　
晩
ご
飯
は
す
き
焼
き
で

し
た
。
デ
ザ
ー
ト
の
マ
ン

ゴ
ー
プ
リ
ン
が
、
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
起

こ
し
た
、
本
物
の
野
島
断
層

を
見
ま
し
た
。
地
震
の
す
ご

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
語
り
部
さ
ん
か
ら
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
時
の
様

子
を
聞
き
ま
し
た
。

　
心
に
残
っ
た
の
は
、
「
防

災･

減
災
に
ゴ
ー
ル
は
な

い
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
私

は
、
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　馬路村では、2 年に一度、馬路小学校と魚梁瀬小学校の５・6 年生が合同で修学旅行に行って
います。今年は、その修学旅行に行く年で、5 月 27 日（水）から 29 日（金）までの２泊３日、
淡路島や神戸市、大阪市を訪ね、阪神･淡路大震災の学習、水族館や製鉄所の見学など、さまざ
まな学習と思い出づくりをしてきました。 おらが村の学校便りおらが村の学校便り3636
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役場職員の給与
　役場職員の給与を公表します。給与は民間給与との比較により出された高知県人事委員会勧告に準じた内容
で条例議案がつくられ、特別職等の報酬は特別職報酬等審議会での審議を経て、いずれも村長により議会に提
出されたのち、議会の議決をもって決定されることとなっています。

１．職員給与費の状況（一般会計予算：平成27年度当初）　

2.  職員の平均給料月額・平均給与月額および
　  平均年齢の状況（一般会計予算：平成27年度当初）

5.  特別職等の報酬の状況

3.  一般行政職の級別職員数の状況（以下：平成27年4月1日現在）

6.  職員手当の状況

4.  職員の初任給の状況　　　　

区　　　分

区　　分

区　　　　　　　　　　分 状　　　　　　　　　　況

1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級

標準的な
職務内容

主事補
主　事 主　任 主　幹 係　長 主　監

課　長
支所長

職 員 数 8人 7人 6人 8人 3人 6人

構 成 比

扶　養　手　当
配偶者 13,000円

1人目　6,500円　　16～22歳の子　1人　5,000円加算

家賃　12,000円を超える場合
家賃に応じて　27,000円を限度に支給

 55,000円までは全額支給

距離に応じて　3,300円～34,400円を支給

なし

有（ ）ただし、特例措置により、勤勉手当に
ついては、加算措置を行わない

期末手当

1.20月分

1.35月分

2.55月分

勤勉手当

0.70月分

0.70月分

1.40月分

配偶者以外の扶養親族

借家の場合

交通機関等利用者

交通用具使用者

片道2km未満の者

支給期別

6月期

12月期

計

住　居　手　当

通　勤　手　当

期末・勤勉手当

21.0％ 18.4％ 15.8％ 21.1％ 7.9％ 15.8％

計

38人

100.0％

区　　　　　　　分

 ※平均給与月額とは、平均給料月額に
　 扶養手当、住居手当等の手当を加算
　 したものです。　　　　

一般行政職
大  学  卒

高  校  卒

169,800円

143,700円

初　任　給 報酬月額

696,000円

604,000円

562,000円

236,000円

190,000円

162,000円

期末手当

一　　　般　　　行　　　政　　　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

288,563円 313,830円 38.4歳

職　員　数
１人当たり
給　与　費

5,144

給　　　　　 与　　　　　 費

給　　　料 職 員  手  当 期末・勤勉手当 計

平成27年度 38人 131,584 17,138 46,742 195,464

（単位：千円）

6月期

12月期

合　計

1.4月分

　1.55月分

2.95月分

区　　　分

村　　　長

副　村　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

計

1.90月分

2.05月分

3.95月分

制度上の段階、職務の

等級による加算措置

私たち、魚梁瀬ふるさと応援隊○5

連絡先 ☎: 0887-42-2001　　FAX: 0887-42-2007
 Facebook: https://www.facebook.com/o.yanase
 E-mail: o-yanase@mc.pikara.ne.jp

魚梁瀬で七夕イベントを開催
しました。
　日 ：7月7日（火）
場所：魚梁瀬多目的施設など

やなせパスポートフォトコンテスト開催
　日 ：8月13日（木）～8月18日（火）
時間：10時～17時
場所：魚梁瀬杉の家

香川　知子坂口　いづみ

やなせパスポートフォトコンテスト

　昨年11月より販売を始めた絵葉書（やなせパス
ポート）の写真について、今夏、コンテストを開
催します。次の3点で皆さまに関わっていただけ
るよう工夫しました。

　まず、活動資金については馬路村観光協会魚梁
瀬支部に2015やなせパスポートフォトコンテスト
実行委員会を立ち上げ、寄付のご協力をお願いし
ました。ご協力いただきました皆さまにこの場を
お借りし、改めてお礼申し上げます。

　次に、写真の募集において高額な四つ切りサイ
ズではなく、絵葉書サイズに近く手頃な価格の2L
サイズで募集しました。

　最後に、写真の選定については、来場された方
が気に入った作品一つに投票するという形式を取
りましたので、ぜひ魚梁瀬杉の家にお越しくださ
い。皆さまの1票が絵葉書にする写真、受賞者の
決定に大きく影響します。選定される写真は5つ
で、受賞者には馬路村農協もしくはエコアス馬路
村の商品が8月末に贈られます。
　受賞者の写真を利用した絵葉書販売は9月を予
定しておりますので、ご期待ください。

販売以来一番人気のデザイン。
これを超える写真をお楽しみに！

カササギ探しゲーム

　今年も夏がやって来ましたね。
　お祭りなどいろいろなイベントが行われます。
そんな中7月7日に七夕にちなんだ｢カササギ探し
ゲーム｣を行いました。

　カササギとは、七夕の話の中で織姫様と彦星様
が会えるように、群れになって天の川の上で橋と
なってくれた鳥です。その鳥が魚梁瀬で行方不明
になったので探してほしいという設定で、小学生
を対象に行いました。
　カササギの形に切った色画用紙を、魚梁瀬内の
公共施設やお店にご協力いただいて隠させてもら
い、子どもたちが｢カササギを知りませんか｣と声
をかけると起こる、クイズやじゃんけんなどのミ
ッションも行いました。

　10人の小学生が参加してくれ、男女に分かれて
お互いが競い合うようにカササギを探していまし
た。
　最後には七夕の話どおり、下の写真のように織
姫様と彦星様が会えるよう、天の川の上にみんな
が探してきたカササギを並べて橋を作り、イベン
トを終了しました。

　｢楽しかった｣「分かりやすそうな場所にいたカ
ササギほどなかなか見つけられなかった」などこ
のゲームを楽しんでくれたようでした。
　　　　　　　　　　

　自分が思っていた以上に
子どもたちが楽しんでくれ
たので、今度はもう少しパ
ワーアップした〇〇探しを
行いたいと思っています。
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カササギ探しゲーム

　今年も夏がやって来ましたね。
　お祭りなどいろいろなイベントが行われます。
そんな中7月7日に七夕にちなんだ｢カササギ探し
ゲーム｣を行いました。

　カササギとは、七夕の話の中で織姫様と彦星様
が会えるように、群れになって天の川の上で橋と
なってくれた鳥です。その鳥が魚梁瀬で行方不明
になったので探してほしいという設定で、小学生
を対象に行いました。
　カササギの形に切った色画用紙を、魚梁瀬内の
公共施設やお店にご協力いただいて隠させてもら
い、子どもたちが｢カササギを知りませんか｣と声
をかけると起こる、クイズやじゃんけんなどのミ
ッションも行いました。

　10人の小学生が参加してくれ、男女に分かれて
お互いが競い合うようにカササギを探していまし
た。
　最後には七夕の話どおり、下の写真のように織
姫様と彦星様が会えるよう、天の川の上にみんな
が探してきたカササギを並べて橋を作り、イベン
トを終了しました。

　｢楽しかった｣「分かりやすそうな場所にいたカ
ササギほどなかなか見つけられなかった」などこ
のゲームを楽しんでくれたようでした。
　　　　　　　　　　

　自分が思っていた以上に
子どもたちが楽しんでくれ
たので、今度はもう少しパ
ワーアップした〇〇探しを
行いたいと思っています。



6
月
定
例
会

一
般
質
問
　
一
般
質
問
に
は
、

7
氏
が
立
ち
、
次

の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）
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問
　
岡
田
元
生

　議
員

　
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
つ

い
て
（
策
定
メ
ン
バ
ー
と
進
行

状
況
）
問
う
。

　
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て
問
う
。

答
　
村
長

　
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
た

体
制
や
構
成
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
４
月
13
日

の
課
長
会
で
協
議
を
行
い
ス
タ

ー
ト
を
し
た
。
常
任
委
員
会
に

は
資
料
の
提
出
や
報
告
を
し
、

村
の
発
展
に
つ
い
て
共
に
検

討
・
協
議
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
は
、

給
与
等
に
関
す
る
労
働
諸
条
件

は
執
行
権
の
あ
る
理
事
会
に
よ

り
提
案
を
さ
れ
、
評
議
員
会
の

議
決
を
も
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
社
協
で
運

用
が
異
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
の
で
、
も
う
少
し
調
査
を
行

い
資
料
を
提
出
す
る
の
で
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
行
政
と

し
て
は
、
予
算
的
な
支
援
な
ど

で
き
る
範
囲
の
対
応
を
検
討
し

必
要
な
改
善
は
図
っ
て
い
く
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
特
別
会

計
に
お
い
て
一
般
会
計
か
ら
の

力
添
え
も
入
れ
な
が
ら
、
し
っ

か
り
と
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

確
保
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。

 

今
後
さ
ら
に
馬
路
村
社
会
福

祉
協
議
会
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
、
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る

人
的
な
支
援
、
環
境
を
整
え
る

問
　
木
下
英
年

　議
員

　
村
内
道
路
の
合
流
点
の
停
止

線
等
に
つ
い
て
問
う
。
　

　
保
・
小
・
中
学
校
で
の
交
通

安
全
教
室
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
村
長

　
総
務
課
で
村
道
等
の
状
況
確

認
を
し
安
芸
警
察
署
に
そ
の
対

応
に
つ
い
て
要
請
を
し
て
お
り
、

馬
路
村
交
通
安
全
村
民
会
議
の

総
会
の
中
で
も
馬
路
駐
在
所
、

安
芸
警
察
署
の
方
に
早
い
対
応

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

答
　
教
育
長

　
自
転
車
の
事
故
は
、
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
て
小
さ
い
と
き

か
ら
自
転
車
の
ル
ー
ル
を
し
っ

か
り
覚
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
違
反
事

故
に
つ
い
て
も
高
学
年
か
ら
教

え
る
よ
う
指
導
を
し
て
い
く
。

　
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交
通

安
全
教
室
は
、
対
象
が
中
、
高

校
生
に
な
る
が
、
実
際
に
見
る

機
会
が
あ
れ
ば
良
い
経
験
に
な

る
と
思
う
。

　
今
年
度
、
日
程
が
調
整
で
き

れ
ば
馬
路
で
実
演
し
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
で
連
絡
待
ち
で
あ

る
。

　
実
現
す
れ
ば
、
村
内
の
皆
さ

ま
に
も
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

答
　
総
務
課
長

　
総
合
戦
略
の
各
施
策
は
、
村

の
特
色
や
地
域
資
源
を
生
か
し
、

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
盛
り
込
み
、
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
策
定
委
員
会
は
、
年
内
に
３

回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

　
組
織
体
制
と
し
て
は
、
馬

路
・
魚
梁
瀬
の
地
区
長
各
1
名
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
１
名
、

農
業
・
林
業
・
観
光
か
ら
各
１

名
、
行
政
機
関
は
副
村
長
、
学

校
長
各
１
名
、
高
知
大
学
か
ら

大
学
派
遣
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
馬
路
・
魚
梁
瀬
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
代
表
で
12
名
を
想
定
し
て

い
る
。

  

ま
た
、
外
部
の
有
識
者
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
組
合
長
、
松
崎
地
域

計
画
本
舗
代
表
、
高
知
大
学
医

学
部
教
授
、
そ
の
他
公
認
会
計

士
等
を
予
定
し
て
お
り
戦
略
の

内
容
に
沿
っ
た
専
門
家
を
随
時

選
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

答

　健
康
福
祉
課
長

　
本
村
で
は
、
27
年
度
の
報
酬

改
定
に
よ
り
前
年
度
と
比
較
し

て
、
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き

下
げ
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
で
は
、
雇
用
の
安

定
も
図
れ
ず
介
護
現
場
で
働
く

か
た
が
た
が
減
っ
て
し
ま
う
。

処
遇
改
善
加
算
制
度
を
導
入
し

事
業
者
の
収
入
全
体
は
減
っ
て

も
、
労
働
者
の
賃
金
の
改
善
は

図
れ
る
よ
う
に
県
に
届
け
出
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
枦
山
民
夫

　議
員

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
問

う
。

　答
　
副
村
長

　
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
築
年
数

等
か
ら
現
在
の
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

改
修
す
る
場
合
、
多
額
の
費
用

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
交
流
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
も
た
せ
る
こ
と

も
検
討
し
て
き
た
。
ま
た
、
３

階
建
て
に
す
る
場
合
と
交
流
セ

ン
タ
ー
を
別
に
建
築
し
た
場
合

の
コ
ス
ト
や
維
持
経
費
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
早

い
段
階
で
答
え
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。
　
　

　
ま
た
、
現
在
の
交
流
セ
ン
タ

ー
の
冷
房
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
に
考
え
た
い
。

問
　
山
中

　隆

　議
員

　
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

（
発
表
時
期
・
山
津
波
対
策
・

公
共
施
設
の
耐
震
・
孤
立
対

策
）
問
う
。

　
観
光
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

（
温
泉
周
辺
施
設
・
東
部
博
）

問
う
。

答

　村
長

　
山
津
波
が
実
際
に
発
生
し
た

場
合
、
甚
大
な
被
害
が
想
定
を

さ
れ
て
お
り
、
山
津
波
が
起
こ

る
事
前
の
谷
の
濁
り
や
斜
面
か

ら
の
落
石
と
い
っ
た
予
兆
を
迅

速
に
察
知
し
、
早
期
の
避
難
勧

告
を
行
う
こ
と
で
、
人
的
被
害

を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

 

次
に
孤
立
対
策
で
、
県
発
表

の
道
路
警
戒
計
画
で
は
、
安
田

東
洋
線
・
魚
梁
瀬
公
園
線
の
寸

断
や
魚
梁
瀬
大
橋
の
落
橋
等
を

想
定
し
、
馬
路
村
役
場
ま
で
の

道
路
復
旧
に
要
す
る
日
数
は
約

20
日
間
。
魚
梁
瀬
多
目
的
施
設

ま
で
は
14
カ
月
を
要
す
る
と
い

う
想
定
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

食
料
・
生
活
物
資
の
備
蓄
、
防

災
資
機
材
の
整
備
、
外
部
と
の

情
報
通
信
手
段
の
整
備
、
物
資

輸
送
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
に

関
す
る
協
定
の
締
結
、
防
災
知

識
の
啓
発
と
い
っ
た
対
策
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
観
光
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
、

み
や
げ
セ
ン
タ
ー
や
釣
り
堀
、

イ
ノ
シ
シ
牧
場
は
、
産
業
振
興

座
談
会
や
そ
れ
ぞ
れ
を
所
有
す

る
団
体
と
の
協
議
の
結
果
、
最

終
的
に
は
取
り
壊
す
方
向
で
進

め
て
い
る
。

　
こ
の
施
設
等
は
、
国
の
整
備

事
業
で
行
っ
て
お
り
国
と
の
協

議
に
入
っ
て
い
る
。

 

温
泉
前
の
河
川
プ
ー
ル
は
、

安
芸
土
木
事
務
所
が
整
備
を
し

た
。
三
宝
山
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

は
、
５
月
に
現
地
で
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
、
使
え
な
い
遊
具
は
撤

去
し
て
い
く
。
い
つ
で
も
散
策

で
き
る
よ
う
急
峻
な
遊
歩
道
を
、

歩
き
や
す
い
勾
配
に
直
す
設
計

を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
四

季
折
々
の
植
林
や
花
が
楽
し
め

る
よ
う
な
整
備
も
順
次
考
え
て

い
る
。

　
東
部
博
へ
来
訪
者
を
呼
び
込

む
戦
略
と
し
て
は
、
誘
客
対
象

地
域
を
四
国
内
、
近
畿
、
中
国

地
方
と
い
っ
た
日
帰
り
で
も
可

　平成27年6月定例議会は、6月9日から12日までの4日間の会期で開催された。
　9日は行政報告等の諸般の報告に続いて、専決処分の承認議案1件を審議、採決し
繰越明許費の報告2件を受けた。その後、5議案の提案説明が行われた。
　10日は、議案精査のため休会。11日は一般質問を7氏が行った後、議案等の審
議、採決を行い、平成27年度一般会計補正予算等や議員提出議案、意見書など8議
案を可決し、会期を１日繰り上げて閉会した。

能
な
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
て
、

ス
ト
ー
リ
ー
性
や
テ
ー
マ
性
の

あ
る
旅
を
提
案
し
、
東
部
地
域

の
魅
力
を
前
面
に
出
し
た
情
報

発
信
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

 

本
村
で
は
、
独
自
に
馬
路
村

東
部
地
域
博
覧
会
推
進
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
、
ご
っ
く
ん
夏

祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。
来
年
度

以
降
の
本
村
の
観
光
振
興
に
も

つ
な
が
る
よ
う
に
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

  答

　総
務
課
長

　
26
年
９
月
の
高
知
県
防
災
計

画
の
改
定
を
受
け
、
国
・
県
の

防
災
計
画
、
各
法
令
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
特

性
を
考
慮
し
た
対
策
に
重
点
を

置
い
た
計
画
の
策
定
を
行
っ
て

き
た
。

　
計
画
書
に
は
、
衛
星
携
帯
電

話
等
の
通
信
手
段
の
確
立
、
孤

立
予
想
地
域
の
道
路
の
整
備
な

ど
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
。

 

発
表
時
期
は
、
６
月
中
に
庁

内
協
議
で
精
査
を
行
い
、
７
月

に
開
催
予
定
の
防
災
会
議
で
諮

り
、
そ
の
後
、
改
定
版
の
公
表
、

製
本
を
行
い
関
係
機
関
に
配
布

す
る
予
定
で
あ
る
。

  

村
内
の
公
共
施
設
は
、
全
部

で
69
施
設
あ
り
、
そ
の
な
か
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
構
造

で
そ
も
そ
も
耐
震
に
関
す
る
記

述
が
な
い
日
浦
第
１
住
宅
、
魚

梁
瀬
丸
山
住
宅
以
外
の
施
設
に

つ
い
て
は
耐
震
診
断
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
施
設
に
つ
い
て
の

建
築
士
の
見
解
と
し
て
は
、
倒

壊
の
心
配
は
な
い
と
い
う
結
論

を
得
て
い
る
。

　
公
営
住
宅
の
耐
震
状
況
で
、

日
浦
第
１
、
魚
梁
瀬
丸
山
住
宅

は
、
倒
壊
の
心
配
が
な
い
と
の

結
論
は
得
て
い
る
が
老
朽
化
が

激
し
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

日
浦
第
２
住
宅
も
存
在
す
る
こ

と
か
ら
、
順
次
建
て
替
え
を
行

う
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

問

　皆
津
由
理

　議
員

　
養
護
教
諭
不
在
時
の
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

答

　教
育
長

　
魚
梁
瀬
小
学
校
の
養
護
教
諭

は
、
今
現
在
欠
員
で
あ
る
た
め

馬
路
に
配
置
さ
れ
た
養
護
講
師

が
、
４
校
の
兼
務
を
行
っ
て
い

る
。

　
魚
梁
瀬
は
医
師
の
診
療
が
月

火
で
あ
る
た
め
養
護
講
師
は
火

木
で
配
置
を
し
て
い
る
。
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い
て

は
、
２
週
間
に
１
度
配
置
を
し

て
い
る
。

　
養
護
教
諭
は
、
医
療
行
為
は

で
き
な
い
の
で
医
師
や
救
急
車

が
来
る
ま
で
の
間
の
応
急
手
当

て
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
教

職
員
に
も
や
っ
て
い
く
。

　
養
護
教
諭
の
雇
用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
県
に
要
望
し

て
い
く
。

問

　清
岡
弘
滋

　議
員

　
特
定
空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答

　村
長

　
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
の
対

応
は
、
所
有
者
を
特
定
し
自
ら

の
意
志
で
改
善
、
取
り
壊
す
よ

う
に
助
言
・
指
導
を
行
う
。
そ

れ
で
も
改
善
を
さ
れ
な
い
場
合

は
、
勧
告
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
で
も
ま
だ
応
じ
な
い
場

合
は
、
猶
予
期
間
を
設
け
て
取

り
壊
し
の
命
令
を
発
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
命
令
に
応
じ
な

い
場
合
は
、
行
政
代
執
行
法
の

定
め
に
よ
り
手
続
き
を
行
っ
て

い
く
。 

　
本
村
の
状
況
は
、
ま
だ
十
分

に
把
握
で
き
て
い
な
い
の
で
順

次
調
査
を
し
、
該
当
す
る
家
が

あ
れ
ば
地
区
長
に
も
諮
り
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

 

個
人
の
財
産
に
絡
む
た
め
、

立
ち
入
り
調
査
等
や
行
政
代
執

行
を
行
う
時
に
は
、
手
続
き
上

間
違
い
が
な
い
よ
う
慎
重
に
執

行
す
る
。

問

　総
務
課
長

　
行
政
代
執
行
ま
で
の
手
続
き

等
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
が
あ
る
。
取
り
壊
し

に
つ
い
て
は
、
個
人
の
財
産
に

か
か
る
も
の
な
の
で
個
人
か
ら

徴
収
す
る
こ
と
が
基
本
に
な
っ

て
い
る
が
使
用
し
て
な
い
空
き

家
等
が
あ
れ
ば
、
村
が
10
年
間

借
り
上
げ
て
行
う
補
助
事
業
も

あ
る
の
で
そ
ち
ら
も
適
用
し
な

が
ら
空
き
家
等
の
対
策
を
進
め

て
い
く
。

問

　岩
城
勝
則

　議
員

　
馬
路
温
泉
周
辺
観
光
施
設
に

つ
い
て
問
う
。

答

　村
長

　
温
泉
周
辺
の
体
験
観
光
施
設

に
つ
い
て
は
、
修
理
の
必
要
が

生
じ
た
た
め
で
、
６
月
の
補
正

予
算
に
計
上
し
、
指
定
管
理
者

が
安
全
な
管
理
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
る
。

答

　産
業
建
設
課
長

　
三
宝
山
周
辺
の
イ
ノ
シ
シ
牧

場
へ
行
く
遊
歩
道
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
機
会
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、

今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
方

向
性
を
打
ち
出
し
て
い
く
。

議
案
と
審
議
結
果
　
　

　
　
　
　

　
6
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た

議
案
等
に
つ
い
て
は
、
全
て
が

可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
た
。

○
専
決
処
分
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

・
平
成
26
年
度
馬
路
村
診
療
所

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
5

号
）

○
平
成
26
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
と
馬
路
村
診
療
所
特
別
会

計
繰
越
明
許
費
の
報
告

○
中
芸
広
域
連
合
規
約
の
変
更

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
1
号
）

○
平
成
27
年
度
特
別
会
計
補
正

予
算
　
　
　
　
　
ほ
か
２
件

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

意
見
書
　
　
　
　
　
　

　
意
見
書
2
件
を
採
択
し
、
国

の
関
係
機
関
へ
提
出
し
た
。

＊
「
安
全
保
障
関
連
法
」
の
制

定
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

ほ
か
１
件



6
月
定
例
会

一
般
質
問
　
一
般
質
問
に
は
、

7
氏
が
立
ち
、
次

の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）
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問
　
岡
田
元
生

　議
員

　
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
つ

い
て
（
策
定
メ
ン
バ
ー
と
進
行

状
況
）
問
う
。

　
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て
問
う
。

答
　
村
長

　
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
た

体
制
や
構
成
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
４
月
13
日

の
課
長
会
で
協
議
を
行
い
ス
タ

ー
ト
を
し
た
。
常
任
委
員
会
に

は
資
料
の
提
出
や
報
告
を
し
、

村
の
発
展
に
つ
い
て
共
に
検

討
・
協
議
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
は
、

給
与
等
に
関
す
る
労
働
諸
条
件

は
執
行
権
の
あ
る
理
事
会
に
よ

り
提
案
を
さ
れ
、
評
議
員
会
の

議
決
を
も
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
社
協
で
運

用
が
異
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
の
で
、
も
う
少
し
調
査
を
行

い
資
料
を
提
出
す
る
の
で
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
行
政
と

し
て
は
、
予
算
的
な
支
援
な
ど

で
き
る
範
囲
の
対
応
を
検
討
し

必
要
な
改
善
は
図
っ
て
い
く
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
特
別
会

計
に
お
い
て
一
般
会
計
か
ら
の

力
添
え
も
入
れ
な
が
ら
、
し
っ

か
り
と
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

確
保
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。

 

今
後
さ
ら
に
馬
路
村
社
会
福

祉
協
議
会
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
、
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る

人
的
な
支
援
、
環
境
を
整
え
る

問
　
木
下
英
年

　議
員

　
村
内
道
路
の
合
流
点
の
停
止

線
等
に
つ
い
て
問
う
。
　

　
保
・
小
・
中
学
校
で
の
交
通

安
全
教
室
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
村
長

　
総
務
課
で
村
道
等
の
状
況
確

認
を
し
安
芸
警
察
署
に
そ
の
対

応
に
つ
い
て
要
請
を
し
て
お
り
、

馬
路
村
交
通
安
全
村
民
会
議
の

総
会
の
中
で
も
馬
路
駐
在
所
、

安
芸
警
察
署
の
方
に
早
い
対
応

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

答
　
教
育
長

　
自
転
車
の
事
故
は
、
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
て
小
さ
い
と
き

か
ら
自
転
車
の
ル
ー
ル
を
し
っ

か
り
覚
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
違
反
事

故
に
つ
い
て
も
高
学
年
か
ら
教

え
る
よ
う
指
導
を
し
て
い
く
。

　
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交
通

安
全
教
室
は
、
対
象
が
中
、
高

校
生
に
な
る
が
、
実
際
に
見
る

機
会
が
あ
れ
ば
良
い
経
験
に
な

る
と
思
う
。

　
今
年
度
、
日
程
が
調
整
で
き

れ
ば
馬
路
で
実
演
し
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
で
連
絡
待
ち
で
あ

る
。

　
実
現
す
れ
ば
、
村
内
の
皆
さ

ま
に
も
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

答
　
総
務
課
長

　
総
合
戦
略
の
各
施
策
は
、
村

の
特
色
や
地
域
資
源
を
生
か
し
、

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
盛
り
込
み
、
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
策
定
委
員
会
は
、
年
内
に
３

回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

　
組
織
体
制
と
し
て
は
、
馬

路
・
魚
梁
瀬
の
地
区
長
各
1
名
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
１
名
、

農
業
・
林
業
・
観
光
か
ら
各
１

名
、
行
政
機
関
は
副
村
長
、
学

校
長
各
１
名
、
高
知
大
学
か
ら

大
学
派
遣
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
馬
路
・
魚
梁
瀬
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
代
表
で
12
名
を
想
定
し
て

い
る
。

  

ま
た
、
外
部
の
有
識
者
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
組
合
長
、
松
崎
地
域

計
画
本
舗
代
表
、
高
知
大
学
医

学
部
教
授
、
そ
の
他
公
認
会
計

士
等
を
予
定
し
て
お
り
戦
略
の

内
容
に
沿
っ
た
専
門
家
を
随
時

選
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

答

　健
康
福
祉
課
長

　
本
村
で
は
、
27
年
度
の
報
酬

改
定
に
よ
り
前
年
度
と
比
較
し

て
、
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き

下
げ
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
で
は
、
雇
用
の
安

定
も
図
れ
ず
介
護
現
場
で
働
く

か
た
が
た
が
減
っ
て
し
ま
う
。

処
遇
改
善
加
算
制
度
を
導
入
し

事
業
者
の
収
入
全
体
は
減
っ
て

も
、
労
働
者
の
賃
金
の
改
善
は

図
れ
る
よ
う
に
県
に
届
け
出
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
枦
山
民
夫

　議
員

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
問

う
。

　答
　
副
村
長

　
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
築
年
数

等
か
ら
現
在
の
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

改
修
す
る
場
合
、
多
額
の
費
用

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
交
流
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
も
た
せ
る
こ
と

も
検
討
し
て
き
た
。
ま
た
、
３

階
建
て
に
す
る
場
合
と
交
流
セ

ン
タ
ー
を
別
に
建
築
し
た
場
合

の
コ
ス
ト
や
維
持
経
費
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
早

い
段
階
で
答
え
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。
　
　

　
ま
た
、
現
在
の
交
流
セ
ン
タ

ー
の
冷
房
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
に
考
え
た
い
。

問
　
山
中

　隆

　議
員

　
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

（
発
表
時
期
・
山
津
波
対
策
・

公
共
施
設
の
耐
震
・
孤
立
対

策
）
問
う
。

　
観
光
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

（
温
泉
周
辺
施
設
・
東
部
博
）

問
う
。

答

　村
長

　
山
津
波
が
実
際
に
発
生
し
た

場
合
、
甚
大
な
被
害
が
想
定
を

さ
れ
て
お
り
、
山
津
波
が
起
こ

る
事
前
の
谷
の
濁
り
や
斜
面
か

ら
の
落
石
と
い
っ
た
予
兆
を
迅

速
に
察
知
し
、
早
期
の
避
難
勧

告
を
行
う
こ
と
で
、
人
的
被
害

を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

 
次
に
孤
立
対
策
で
、
県
発
表

の
道
路
警
戒
計
画
で
は
、
安
田

東
洋
線
・
魚
梁
瀬
公
園
線
の
寸

断
や
魚
梁
瀬
大
橋
の
落
橋
等
を

想
定
し
、
馬
路
村
役
場
ま
で
の

道
路
復
旧
に
要
す
る
日
数
は
約

20
日
間
。
魚
梁
瀬
多
目
的
施
設

ま
で
は
14
カ
月
を
要
す
る
と
い

う
想
定
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

食
料
・
生
活
物
資
の
備
蓄
、
防

災
資
機
材
の
整
備
、
外
部
と
の

情
報
通
信
手
段
の
整
備
、
物
資

輸
送
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
に

関
す
る
協
定
の
締
結
、
防
災
知

識
の
啓
発
と
い
っ
た
対
策
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
観
光
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
、

み
や
げ
セ
ン
タ
ー
や
釣
り
堀
、

イ
ノ
シ
シ
牧
場
は
、
産
業
振
興

座
談
会
や
そ
れ
ぞ
れ
を
所
有
す

る
団
体
と
の
協
議
の
結
果
、
最

終
的
に
は
取
り
壊
す
方
向
で
進

め
て
い
る
。

　
こ
の
施
設
等
は
、
国
の
整
備

事
業
で
行
っ
て
お
り
国
と
の
協

議
に
入
っ
て
い
る
。

 

温
泉
前
の
河
川
プ
ー
ル
は
、

安
芸
土
木
事
務
所
が
整
備
を
し

た
。
三
宝
山
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

は
、
５
月
に
現
地
で
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
、
使
え
な
い
遊
具
は
撤

去
し
て
い
く
。
い
つ
で
も
散
策

で
き
る
よ
う
急
峻
な
遊
歩
道
を
、

歩
き
や
す
い
勾
配
に
直
す
設
計

を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
四

季
折
々
の
植
林
や
花
が
楽
し
め

る
よ
う
な
整
備
も
順
次
考
え
て

い
る
。

　
東
部
博
へ
来
訪
者
を
呼
び
込

む
戦
略
と
し
て
は
、
誘
客
対
象

地
域
を
四
国
内
、
近
畿
、
中
国

地
方
と
い
っ
た
日
帰
り
で
も
可

　平成27年6月定例議会は、6月9日から12日までの4日間の会期で開催された。
　9日は行政報告等の諸般の報告に続いて、専決処分の承認議案1件を審議、採決し
繰越明許費の報告2件を受けた。その後、5議案の提案説明が行われた。
　10日は、議案精査のため休会。11日は一般質問を7氏が行った後、議案等の審
議、採決を行い、平成27年度一般会計補正予算等や議員提出議案、意見書など8議
案を可決し、会期を１日繰り上げて閉会した。

能
な
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
て
、

ス
ト
ー
リ
ー
性
や
テ
ー
マ
性
の

あ
る
旅
を
提
案
し
、
東
部
地
域

の
魅
力
を
前
面
に
出
し
た
情
報

発
信
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

 

本
村
で
は
、
独
自
に
馬
路
村

東
部
地
域
博
覧
会
推
進
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
、
ご
っ
く
ん
夏

祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。
来
年
度

以
降
の
本
村
の
観
光
振
興
に
も

つ
な
が
る
よ
う
に
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

  答

　総
務
課
長

　
26
年
９
月
の
高
知
県
防
災
計

画
の
改
定
を
受
け
、
国
・
県
の

防
災
計
画
、
各
法
令
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
特

性
を
考
慮
し
た
対
策
に
重
点
を

置
い
た
計
画
の
策
定
を
行
っ
て

き
た
。

　
計
画
書
に
は
、
衛
星
携
帯
電

話
等
の
通
信
手
段
の
確
立
、
孤

立
予
想
地
域
の
道
路
の
整
備
な

ど
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
。

 

発
表
時
期
は
、
６
月
中
に
庁

内
協
議
で
精
査
を
行
い
、
７
月

に
開
催
予
定
の
防
災
会
議
で
諮

り
、
そ
の
後
、
改
定
版
の
公
表
、

製
本
を
行
い
関
係
機
関
に
配
布

す
る
予
定
で
あ
る
。

  

村
内
の
公
共
施
設
は
、
全
部

で
69
施
設
あ
り
、
そ
の
な
か
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
構
造

で
そ
も
そ
も
耐
震
に
関
す
る
記

述
が
な
い
日
浦
第
１
住
宅
、
魚

梁
瀬
丸
山
住
宅
以
外
の
施
設
に

つ
い
て
は
耐
震
診
断
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
施
設
に
つ
い
て
の

建
築
士
の
見
解
と
し
て
は
、
倒

壊
の
心
配
は
な
い
と
い
う
結
論

を
得
て
い
る
。

　
公
営
住
宅
の
耐
震
状
況
で
、

日
浦
第
１
、
魚
梁
瀬
丸
山
住
宅

は
、
倒
壊
の
心
配
が
な
い
と
の

結
論
は
得
て
い
る
が
老
朽
化
が

激
し
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

日
浦
第
２
住
宅
も
存
在
す
る
こ

と
か
ら
、
順
次
建
て
替
え
を
行

う
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

問

　皆
津
由
理

　議
員

　
養
護
教
諭
不
在
時
の
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

答

　教
育
長

　
魚
梁
瀬
小
学
校
の
養
護
教
諭

は
、
今
現
在
欠
員
で
あ
る
た
め

馬
路
に
配
置
さ
れ
た
養
護
講
師

が
、
４
校
の
兼
務
を
行
っ
て
い

る
。

　
魚
梁
瀬
は
医
師
の
診
療
が
月

火
で
あ
る
た
め
養
護
講
師
は
火

木
で
配
置
を
し
て
い
る
。
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い
て

は
、
２
週
間
に
１
度
配
置
を
し

て
い
る
。

　
養
護
教
諭
は
、
医
療
行
為
は

で
き
な
い
の
で
医
師
や
救
急
車

が
来
る
ま
で
の
間
の
応
急
手
当

て
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
教

職
員
に
も
や
っ
て
い
く
。

　
養
護
教
諭
の
雇
用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
県
に
要
望
し

て
い
く
。

問

　清
岡
弘
滋

　議
員

　
特
定
空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答

　村
長

　
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
の
対

応
は
、
所
有
者
を
特
定
し
自
ら

の
意
志
で
改
善
、
取
り
壊
す
よ

う
に
助
言
・
指
導
を
行
う
。
そ

れ
で
も
改
善
を
さ
れ
な
い
場
合

は
、
勧
告
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
で
も
ま
だ
応
じ
な
い
場

合
は
、
猶
予
期
間
を
設
け
て
取

り
壊
し
の
命
令
を
発
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
命
令
に
応
じ
な

い
場
合
は
、
行
政
代
執
行
法
の

定
め
に
よ
り
手
続
き
を
行
っ
て

い
く
。 

　
本
村
の
状
況
は
、
ま
だ
十
分

に
把
握
で
き
て
い
な
い
の
で
順

次
調
査
を
し
、
該
当
す
る
家
が

あ
れ
ば
地
区
長
に
も
諮
り
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

 

個
人
の
財
産
に
絡
む
た
め
、

立
ち
入
り
調
査
等
や
行
政
代
執

行
を
行
う
時
に
は
、
手
続
き
上

間
違
い
が
な
い
よ
う
慎
重
に
執

行
す
る
。

問

　総
務
課
長

　
行
政
代
執
行
ま
で
の
手
続
き

等
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
が
あ
る
。
取
り
壊
し

に
つ
い
て
は
、
個
人
の
財
産
に

か
か
る
も
の
な
の
で
個
人
か
ら

徴
収
す
る
こ
と
が
基
本
に
な
っ

て
い
る
が
使
用
し
て
な
い
空
き

家
等
が
あ
れ
ば
、
村
が
10
年
間

借
り
上
げ
て
行
う
補
助
事
業
も

あ
る
の
で
そ
ち
ら
も
適
用
し
な

が
ら
空
き
家
等
の
対
策
を
進
め

て
い
く
。

問

　岩
城
勝
則

　議
員

　
馬
路
温
泉
周
辺
観
光
施
設
に

つ
い
て
問
う
。

答

　村
長

　
温
泉
周
辺
の
体
験
観
光
施
設

に
つ
い
て
は
、
修
理
の
必
要
が

生
じ
た
た
め
で
、
６
月
の
補
正

予
算
に
計
上
し
、
指
定
管
理
者

が
安
全
な
管
理
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
る
。

答

　産
業
建
設
課
長

　
三
宝
山
周
辺
の
イ
ノ
シ
シ
牧

場
へ
行
く
遊
歩
道
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
機
会
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、

今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
方

向
性
を
打
ち
出
し
て
い
く
。

議
案
と
審
議
結
果
　
　

　
　
　
　

　
6
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た

議
案
等
に
つ
い
て
は
、
全
て
が

可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
た
。

○
専
決
処
分
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

・
平
成
26
年
度
馬
路
村
診
療
所

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
5

号
）

○
平
成
26
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
と
馬
路
村
診
療
所
特
別
会

計
繰
越
明
許
費
の
報
告

○
中
芸
広
域
連
合
規
約
の
変
更

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
1
号
）

○
平
成
27
年
度
特
別
会
計
補
正

予
算
　
　
　
　
　
ほ
か
２
件

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

意
見
書
　
　
　
　
　
　

　
意
見
書
2
件
を
採
択
し
、
国

の
関
係
機
関
へ
提
出
し
た
。

＊
「
安
全
保
障
関
連
法
」
の
制

定
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

ほ
か
１
件



国際交流員：ショーン・マクドナルド
（ニュージーランド・ウェリントン出身）

皆さん、こんにちは。

はじめまして！
　いかがお過ごしでしょうか？暑いので、夏バ
テしないように水分補給をこまめにとりましょ
う！

　私は、8月に馬路村の国際交流員（CIR）を離
任します。高知に来てからもう2年がたったとは
信じられず、馬路村に配属が決定したというお
知らせが届いたときのことを鮮明に覚えていま
す。
　馬路村を調べてみたら、私が卒業した高校の
生徒数よりも村の人口のほうが少ないと分かっ
てビックリしました！小さい村ということでと
ても不安に思っていましたが、実際に来てみる
と不安はすぐに消えました。
　初出勤の日には、馬路小学校の3人の子どもた
ちが教育委員会に来て、あいさつをしてくれま
した！こんなふうに温かい歓迎をしてもらい、
本当にうれしかったです。また、村民の皆さん
はもちろんのこと中芸地区のかたがたにも温か
く歓迎していただき、とても感謝しています。
　
　先日、北川村のCIRのアマンダさん主催で北
川中学校において「多彩な社会」というテーマ
で講義を行いました。私は、生徒たちに母国の
事情や高知に来て思ったことについて話をしま
した。その講義の中で、今回の記事に少し掲載
したい部分があります。

▲今年のイースターパーティー▲2005年の春休みの北海道旅行にて

　私は、良い意味でも悪い意味でも外国人扱
いをされることが多いです。店員や駅の窓口
の人が難しい内容の話についてゆっくり話し
てくれたり、分かりやすい日本語で説明して
くれたり、英語で話してくれる人など、とて
も親切にしてくれて助かります。

　特に高知県民は年齢を問わず、気軽に日本
語でも英語でも話しかけてくれます。この間、
奈半利町のマルナカで買い物をしていたとき、
6歳ぐらいの男の子が大きな声で「外人おるで
ー！」と私を指さしながら母親に話しかけて
いました。私はちょっとビックリしましたが、
男の子はその後英語で自己紹介してくれて感
動しました。

　CIRの任期終了後は、外資系の会社に採用が
決まったため、帰国せずに東京で働くことに
なりました。同じ日本でも全く違う環境で暮
らすことになり、いろいろと不安はあります
が、馬路村で出会った皆さんのことや気に入
った景色などを思い出しながら東京でも頑張
りたいと思います。首都圏へ来られる方はぜ
ひ声をかけてください！

　私が国際交流に関心を抱いたきっかけは、
2005年、高校3年生の春休みに日本語の先生と生
徒4人で北海道に旅行し、札幌市にある高校の生
徒たちと交流したことです。夏休みには、その
高校の生徒たちが渡米して、ノースカロライナ
州内を旅行したりホームステイしたりしてさら
に親密になり、日本語と日米関係について強い
関心を持つようになりました。

　2009年、大学2年生のとき、京都の立命館大学
に留学しました。
　2011年、ノースカロライナ大学を卒業し、日
本語とアジア研究の学位を取得しました。
　卒業後は、アメリカのジョージア州アトラン
タ市で日本の物流会社に数年間勤めていました。

　私の趣味は、運動することと旅をすること
です。身体を動かすのが好きで、ランニング
やサイクリング、ハイキングをしています。
　最近は、空手を習い始めました！
　今年の6月に馬路村を訪れたとき、皆さんが
私を温かく歓迎してくれたことが、とてもう
れしかったです。国際交流員として英語を教
えるだけでなく、アメリカとノースカロライ
ナ州の文化も紹介し日米の懸け橋になりたい
と思っています。

　最後になりますが、いつもショーンタイム
を読んでくださり、ありがとうございまし
た。毎回、どのような内容にすれば良いのか
悩んでいましたが、「ニュージーランドにヘ
ビがいないことを初めて知った！」「ショー
ンは本当にスイカが好きやねえ」など村民の
皆さんからたくさん感想を聞かせていただ
き、読んでくれているなあと思ってうれしか
ったです！
　２年間大変お世話になりました。皆さん本
当にありがとうございました！

　ショーン・マクドナルド

ま
た
、
馬
路
村
へ
遊
び
に
来
た
い
で
す
！

▲JETたちの送別会（ショーンはどこにいるでしょう？）

ショーン　　　からジョン　　　へショーン　　　からジョン　　　へショーン　　　からジョン　　　へ
 

▲京都に留学していたとき友達と

（弟）　　　　　（母）　　　　（私）

◀
し
ま
な
み
海
道
に
て

　馬路村をとても気に入りました！！
　8月に皆さんとまた会えるのを楽しみに
しています！

　皆さん、こんにちは。
　私は馬路村の新しい国際交流員のジョン・ワー
ドと申します。年齢は27歳で、アメリカのノース
カロライナ州出身です。
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Dr.中川の
木の香る診察室から
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飯
田

　幸
穂
さ
ん

山
の
緑
が
目
に
優
し
い

自
然
い
っ
ぱ
い
の

馬
路
村

　
馬
路
村
の
皆
さ
ま
、
ご
無
沙
汰
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
12
年
か
ら
約
3
年
間
、
保
健
師
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
岡
林
幸
穂
で
す
。

　
お
元
気
で
す
か
？

　
当
時
、
社
会
人
１
年
目
の
何
も
分
か
ら

な
い
私
を
、
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
、
今
で
も
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
現
在
、
埼
玉
県
内
の
保
健
セ
ン
タ

ー
で
、
保
健
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

日
々
の
業
務
の
中
で
、
馬
路
村
で
の
出
来

事
を
よ
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
当
時
、
21
歳
だ
っ
た
私
も
36
歳
！
2
児

の
母
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
に
1
、
2
回
し
か
帰
省
で
き
ま
せ
ん

が
、
帰
る
と
必
ず
馬
路
村
の
ぽ
ん
酢
と
ご

っ
く
ん
を
お
土
産
に
買
っ
て
帰
り
ま
す
。

ど
な
た
に
贈
っ
て
も
、
必
ず
喜
ば
れ
ま
す
。

　
実
は
、
今
、
勤
務
し
て
い
る
保
健
セ
ン

タ
ー
の
職
員
の
中
に
、
馬
路
村
の
ゆ
ず
ぽ

ん
酢
の
大
フ
ァ
ン
が
お
り
ま
し
て
、
改
め

て
馬
路
の
知
名
度
は
す
ご
い
な
ぁ
と
感
じ

ま
す
。

　
川
が
き
れ
い
で
、
空
が
ど
こ
ま
で
も
青

く
、
山
の
緑
が
目
に
優
し
い
自
然
い
っ
ぱ

い
の
村
、
馬
路
村
。

　
こ
の
す
て
き
な
村
で
、
こ
れ
か
ら
も
、

皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
過
ご
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。 

▲二人の子どもと一緒に

浜田　結愛さん（魚梁瀬）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

平成27年4月7日生

（保護者 浜田 淳史さん・恵里さん）

　
こ
ん
に
ち
は
、
結
愛
で
す
。

　
マ
マ
の
お
な
か
の
中
は
居
心
地
が
良
く
て
、
予
定
日
か
ら
５
日
後
に
出

て
き
ま
し
た
。

　
最
近
は
手
足
を
た
く
さ
ん
動
か
し
、
移
動
す
る
こ
と
が
得
意
で
す
。

　
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん
が
ド
タ
バ
タ
し
て
て
も
気
に
せ
ず
眠
れ
ま

す
。

　
も
う
す
ぐ
首
が
据
わ
る
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
散
歩

デ
ビ
ュ
ー
し
た
い
な
あ
。

ゆ　　あ

○熱中症とは
　人の体の中ではいつも熱が作られています
（産熱）。それと同時にこの熱を体の外に逃
がして（放熱）、体温を36～37度前後に保っ
ています。しかし、熱い環境が続くと汗で放
熱しても熱が体内にこもって脱水となり、電
解質のバランスが崩れ、体温調節ができなく
なり発症します。

○症状と対応方法
　熱中症は軽い症状から命に関わる重症なも
のまで段階的に症状が出現します。
　対応としては、まず熱中症が疑われたら涼
しい場所へ移動し、衣服を緩めて体を冷やし
ます。意識障害がある場合は重症で命に関わ
るので、すぐに救急要請をしましょう。その
時は直ちに全身に水をかけたり、濡れタオル
を当てて身体を冷やします。首筋や脇の下、
大腿の付け根を水や氷で冷やすのが効果的で
す。

○起こりやすい時期、年代
　真夏の気温が高いときや梅雨の晴れ間、梅
雨明けの急に暑くなったときに起こりやすい
です。特に乳幼児や高齢者、部活動中の学生
に起こることが多いです。

○熱中症の予防
①　暑さを避ける
　室内：扇風機やエアコンで温度調節、遮光
カーテン・すだれ・打ち水を利用、室温をこ
まめに確認しましょう。
　屋外：日傘や帽子の着用、日陰の利用、こ
まめな休憩、日差しが強い日はなるべく日中
の外出を控えましょう。
②　こまめに水分を補給する
　室内屋外を問わず、のどが渇いていなくて
も、こまめに水分・塩分、経口補水液などを
補給しましょう。
⇒水よりはイオン飲料、経口補水液の方が望
ましいです。自分で、１ℓの水にティースプ
ーン半分の食塩（2g）と角砂糖を好みに応
じて数個溶かして作ることもできます。
③　日頃より暑さに負けない体づくりをする
　日頃より適度に運動してバランスの良い食
事をとり、十分な睡眠をとりましょう。

　

　暑さが厳しい日が続きますが、みなさん夏バテしていませんか？
　地球温暖化の影響か、年々夏が暑く感じますね。実際に、近年熱中症
が増加傾向にあり、特に暑かった平成25年には40万人近くが熱中症にな
り、不幸にも約1,000人の方が亡くなっています。そのうち65歳以上の
高齢者が77％であり、8割の方が自宅で発症しています。
　そこで今回は熱中症について話をしますので、参考にしてください。

筋
肉
の
け
い
れ
ん
や
立
ち
く
ら
み
、
頭
痛
な
ど
が
し
て
き
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

I度

II度

III度

症状 対応方法分類
めまい・失神（立ちくらみ）
筋肉痛・筋肉の硬直（こむ
ら返り）
大量の発汗 

頭痛・気分の不快・吐き
気・嘔吐・倦怠感・虚脱感

意識障害・けいれん・手足
の運動障害
高体温 

すぐに涼しい
場所に移して
体を冷やし水
分・塩分を与
える
自分で水分・
塩分をとれな
い場合は、す
ぐに病院に搬
送する
すぐに病院に
搬送する

●お知らせ●
　8月29日（土）、馬路診療所に勤務されていた
内田先生（現梼原病院院長）を招き「今後の高
齢化社会の中でどのように人生の最期を迎え
ていくか」について、講演をお願いしています。
　場所、時間等の詳細はポスターや有線放送
でお知らせしますので、ぜひご参加ください。
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今
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員
の
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に
、
馬
路
村
の
ゆ
ず
ぽ

ん
酢
の
大
フ
ァ
ン
が
お
り
ま
し
て
、
改
め

て
馬
路
の
知
名
度
は
す
ご
い
な
ぁ
と
感
じ

ま
す
。

　
川
が
き
れ
い
で
、
空
が
ど
こ
ま
で
も
青

く
、
山
の
緑
が
目
に
優
し
い
自
然
い
っ
ぱ

い
の
村
、
馬
路
村
。

　
こ
の
す
て
き
な
村
で
、
こ
れ
か
ら
も
、

皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
過
ご
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
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▲二人の子どもと一緒に

浜田　結愛さん（魚梁瀬）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

平成27年4月7日生

（保護者 浜田 淳史さん・恵里さん）

　
こ
ん
に
ち
は
、
結
愛
で
す
。

　
マ
マ
の
お
な
か
の
中
は
居
心
地
が
良
く
て
、
予
定
日
か
ら
５
日
後
に
出

て
き
ま
し
た
。

　
最
近
は
手
足
を
た
く
さ
ん
動
か
し
、
移
動
す
る
こ
と
が
得
意
で
す
。

　
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん
が
ド
タ
バ
タ
し
て
て
も
気
に
せ
ず
眠
れ
ま

す
。

　
も
う
す
ぐ
首
が
据
わ
る
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
散
歩

デ
ビ
ュ
ー
し
た
い
な
あ
。

ゆ　　あ

○熱中症とは
　人の体の中ではいつも熱が作られています
（産熱）。それと同時にこの熱を体の外に逃
がして（放熱）、体温を36～37度前後に保っ
ています。しかし、熱い環境が続くと汗で放
熱しても熱が体内にこもって脱水となり、電
解質のバランスが崩れ、体温調節ができなく
なり発症します。

○症状と対応方法
　熱中症は軽い症状から命に関わる重症なも
のまで段階的に症状が出現します。
　対応としては、まず熱中症が疑われたら涼
しい場所へ移動し、衣服を緩めて体を冷やし
ます。意識障害がある場合は重症で命に関わ
るので、すぐに救急要請をしましょう。その
時は直ちに全身に水をかけたり、濡れタオル
を当てて身体を冷やします。首筋や脇の下、
大腿の付け根を水や氷で冷やすのが効果的で
す。

○起こりやすい時期、年代
　真夏の気温が高いときや梅雨の晴れ間、梅
雨明けの急に暑くなったときに起こりやすい
です。特に乳幼児や高齢者、部活動中の学生
に起こることが多いです。

○熱中症の予防
①　暑さを避ける
　室内：扇風機やエアコンで温度調節、遮光
カーテン・すだれ・打ち水を利用、室温をこ
まめに確認しましょう。
　屋外：日傘や帽子の着用、日陰の利用、こ
まめな休憩、日差しが強い日はなるべく日中
の外出を控えましょう。
②　こまめに水分を補給する
　室内屋外を問わず、のどが渇いていなくて
も、こまめに水分・塩分、経口補水液などを
補給しましょう。
⇒水よりはイオン飲料、経口補水液の方が望
ましいです。自分で、１ℓの水にティースプ
ーン半分の食塩（2g）と角砂糖を好みに応
じて数個溶かして作ることもできます。
③　日頃より暑さに負けない体づくりをする
　日頃より適度に運動してバランスの良い食
事をとり、十分な睡眠をとりましょう。

　

　暑さが厳しい日が続きますが、みなさん夏バテしていませんか？
　地球温暖化の影響か、年々夏が暑く感じますね。実際に、近年熱中症
が増加傾向にあり、特に暑かった平成25年には40万人近くが熱中症にな
り、不幸にも約1,000人の方が亡くなっています。そのうち65歳以上の
高齢者が77％であり、8割の方が自宅で発症しています。
　そこで今回は熱中症について話をしますので、参考にしてください。

筋
肉
の
け
い
れ
ん
や
立
ち
く
ら
み
、
頭
痛
な
ど
が
し
て
き
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

I度

II度

III度

症状 対応方法分類
めまい・失神（立ちくらみ）
筋肉痛・筋肉の硬直（こむ
ら返り）
大量の発汗 

頭痛・気分の不快・吐き
気・嘔吐・倦怠感・虚脱感

意識障害・けいれん・手足
の運動障害
高体温 

すぐに涼しい
場所に移して
体を冷やし水
分・塩分を与
える
自分で水分・
塩分をとれな
い場合は、す
ぐに病院に搬
送する
すぐに病院に
搬送する

●お知らせ●
　8月29日（土）、馬路診療所に勤務されていた
内田先生（現梼原病院院長）を招き「今後の高
齢化社会の中でどのように人生の最期を迎え
ていくか」について、講演をお願いしています。
　場所、時間等の詳細はポスターや有線放送
でお知らせしますので、ぜひご参加ください。







 

詳しくは自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。
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募　集　種　目 資　　格 受　付　期　間 試　験　日

航 空 学 生

一般曹候補生

防衛医科大学校
医学科学生
防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

自衛官候補生

防衛大学校学生

男子
女子

推薦

総合選抜
一般前期

一般後期

高卒（見込含）
21歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

高卒（見込含）21
歳未満の成績優
秀かつ生徒会活
動等に顕著な実
績を納め、学校長
が推薦できる者　

高卒(見込含）
21歳未満の者

高卒（見込含）
21歳未満の者

高卒（見込含）
21歳未満の者

8月1日～9月8日

8月1日～9月8日
8月1日～9月17日
8月1日～9月8日

9月5日～9月9日

9月5日～9月9日
9月5日～9月30日
平成28年1月20日
～1月29日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

1次　9月23日

1次  9月18・19日 （いずれか１日）
9月18・19日（いずれか1日）
9月25～29日（いずれか１日）

9月26･27日

1次  9月26日
1次 11月7・8日

1次 平成28年2月20日

1次 10月31日・１１月１日

1次 10月17日

保管物件（通貨・証券等）の
返還について

　税関では、終戦当時に外地から引き
揚げて来られた方からお預かりした通
貨・証券等をお返ししています。
　お心あたりのある方は、税関までお
問い合わせください。

（お問い合わせ先）
●高知税関支署
住所：高知市桟橋５－４－５５　高知
港湾合同庁舎内
☎：０８８－８３２－６１３１
FAX：０８８－８３２－６１３２
E-メール：kobe-kochi@customs.go.jp
●須崎出張所
☎（FAX）：０８８９－４２－０３３３

来春、大学・高校・専門学校を卒業の皆様へ
平成２７年度『自衛官募集』案内

～特殊詐欺にご用心～
こんな電話に要注意！！

　県内では4月以降、役場や社会保険事務所職員を名乗り、「税
金の還付金があり手紙を出したが確認しましたか？」「医療費の払
い戻しの対象となり、手紙を出したが返事がない」と電話で語り、
「最寄りのATM（現金自動預け払い機）で受け取りの操作をして
ほしい」と要求する不審な電話が相次いで報告されています。

　こうした電話の多くは「期限が迫っている」と語りかけ、周りに相
談する余裕を与えません。また一度お金を払ってしまうと取り戻すこ
とは極めて困難になります。

公的機関の職員が還付金の受け取りに、ATMの操作を求めるこ
とは絶対にありません。

　「自分には関係ない！」「私は大丈夫！」と思わずに、「ひょっとし
て？」という心がけが大切です。もし、不審な電話がかかってきたら、
迷わず電話を切って役場・警察もしくは消費生活センターまでご連
絡をお願いします。

～連絡先～
馬路村役場　健康福祉課 ☎：（8）44-2112
安芸警察署　馬路駐在所 ☎：44-2110　
高知県立消費生活センター ☎：088-824-0999
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７５８人、
１８７人、

３５５世帯
９９世帯

お知 ら せお知ら せ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

６

７

１

１

０

０

１

１

０

０

３

３

０

０

３

３

９４７

９４５

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

０

０ 馬路村特別村民 ９,２１８人
（７月３１日現在）

8月・9月 むらの行事予定8月・9月 むらの行事予定
8　　月

始業式(村内４校)
有害物収集
乳児健診(田野町保健センター)１３：００～
PTA愛校作業(馬路小・中学校)
夏休み作品展(馬路小学校)　　　～4日

リサイクル収集
第26回馬路地区スカッシュバレーボール大会～9日
敬老会(魚梁瀬)
高知県立移動図書館(就業改善センター)10：40～11：30
敬老会(馬路)

古紙収集(魚梁瀬)

３歳児健診(田野町保健センター)１３：００～

赤ちゃん食堂(田野町保健センター)１０：００～

馬路保・小・中合同運動会

第３５回馬路おしどりマラソン大会

敬老の日

リサイクル収集　　　　　　　　　　　 国民の休日

秋分の日

古紙収集(馬路)

安芸地区新人野球大会　　～２７日

魚梁瀬保・小・中合同運動会

高知県立移動図書館(魚梁瀬多目的施設)11：10～11：50

9　　月

フェスティバル魚梁瀬

有害物収集

馬路中学校登校日(人権平和学習)

人権相談所(魚梁瀬多目的施設)１０：００～１２：００
行政相談所(魚梁瀬多目的施設)１０：００～１５：００

保育所交流会

リサイクル収集
乳児健診(田野町保健センター)13：00～
高知県中学校野球選手権開会式　～２２日

古紙収集(魚梁瀬)
馬路納涼祭
馬路小学校登校日
半熟たまご塾in馬路～18日

１歳６カ月児健診(田野町保健センター)１３：００～

魚梁瀬小・中学校PTA親子研修旅行
(須崎方面)

リサイクル収集

赤ちゃん食堂(田野町保健センター)１０：００～

古紙収集(馬路)

県下一斉避難訓練

乳がん・子宮がん検診(魚梁瀬多目的施設)１４：００～
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詳しくは自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。
 安芸市本町３－１１－５（Smile Aki前 ２Ｆ）  ☎ ： ０８８７－３５－２７４９
 ＵＲＬ： http://www.mod.go.jp/pco/kochi/　 携帯サイト： http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

募　集　種　目 資　　格 受　付　期　間 試　験　日

航 空 学 生

一般曹候補生

防衛医科大学校
医学科学生
防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

自衛官候補生

防衛大学校学生

男子
女子

推薦

総合選抜
一般前期

一般後期

高卒（見込含）
21歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

高卒（見込含）21
歳未満の成績優
秀かつ生徒会活
動等に顕著な実
績を納め、学校長
が推薦できる者　

高卒(見込含）
21歳未満の者

高卒（見込含）
21歳未満の者

高卒（見込含）
21歳未満の者

8月1日～9月8日

8月1日～9月8日
8月1日～9月17日
8月1日～9月8日

9月5日～9月9日

9月5日～9月9日
9月5日～9月30日
平成28年1月20日
～1月29日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

1次　9月23日

1次  9月18・19日 （いずれか１日）
9月18・19日（いずれか1日）
9月25～29日（いずれか１日）

9月26･27日

1次  9月26日
1次 11月7・8日

1次 平成28年2月20日

1次 10月31日・１１月１日

1次 10月17日

保管物件（通貨・証券等）の
返還について

　税関では、終戦当時に外地から引き
揚げて来られた方からお預かりした通
貨・証券等をお返ししています。
　お心あたりのある方は、税関までお
問い合わせください。

（お問い合わせ先）
●高知税関支署
住所：高知市桟橋５－４－５５　高知
港湾合同庁舎内
☎：０８８－８３２－６１３１
FAX：０８８－８３２－６１３２
E-メール：kobe-kochi@customs.go.jp
●須崎出張所
☎（FAX）：０８８９－４２－０３３３

来春、大学・高校・専門学校を卒業の皆様へ
平成２７年度『自衛官募集』案内

～特殊詐欺にご用心～
こんな電話に要注意！！

　県内では4月以降、役場や社会保険事務所職員を名乗り、「税
金の還付金があり手紙を出したが確認しましたか？」「医療費の払
い戻しの対象となり、手紙を出したが返事がない」と電話で語り、
「最寄りのATM（現金自動預け払い機）で受け取りの操作をして
ほしい」と要求する不審な電話が相次いで報告されています。

　こうした電話の多くは「期限が迫っている」と語りかけ、周りに相
談する余裕を与えません。また一度お金を払ってしまうと取り戻すこ
とは極めて困難になります。

公的機関の職員が還付金の受け取りに、ATMの操作を求めるこ
とは絶対にありません。

　「自分には関係ない！」「私は大丈夫！」と思わずに、「ひょっとし
て？」という心がけが大切です。もし、不審な電話がかかってきたら、
迷わず電話を切って役場・警察もしくは消費生活センターまでご連
絡をお願いします。

～連絡先～
馬路村役場　健康福祉課 ☎：（8）44-2112
安芸警察署　馬路駐在所 ☎：44-2110　
高知県立消費生活センター ☎：088-824-0999
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７５８人、
１８７人、

３５５世帯
９９世帯

お知らせお知らせ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生
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１

０

０

１

１
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３

３

０

０

３

３

９４７

９４５

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

０

０ 馬路村特別村民 ９,２１８人
（７月３１日現在）

8月・9月 むらの行事予定8月・9月 むらの行事予定
8　　月

始業式(村内４校)
有害物収集
乳児健診(田野町保健センター)１３：００～
PTA愛校作業(馬路小・中学校)
夏休み作品展(馬路小学校)　　　～4日

リサイクル収集
第26回馬路地区スカッシュバレーボール大会～9日
敬老会(魚梁瀬)
高知県立移動図書館(就業改善センター)10：40～11：30
敬老会(馬路)

古紙収集(魚梁瀬)

３歳児健診(田野町保健センター)１３：００～

赤ちゃん食堂(田野町保健センター)１０：００～

馬路保・小・中合同運動会

第３５回馬路おしどりマラソン大会

敬老の日

リサイクル収集　　　　　　　　　　　 国民の休日

秋分の日

古紙収集(馬路)

安芸地区新人野球大会　　～２７日

魚梁瀬保・小・中合同運動会

高知県立移動図書館(魚梁瀬多目的施設)11：10～11：50

9　　月

フェスティバル魚梁瀬

有害物収集

馬路中学校登校日(人権平和学習)

人権相談所(魚梁瀬多目的施設)１０：００～１２：００
行政相談所(魚梁瀬多目的施設)１０：００～１５：００

保育所交流会

リサイクル収集
乳児健診(田野町保健センター)13：00～
高知県中学校野球選手権開会式　～２２日

古紙収集(魚梁瀬)
馬路納涼祭
馬路小学校登校日
半熟たまご塾in馬路～18日

１歳６カ月児健診(田野町保健センター)１３：００～

魚梁瀬小・中学校PTA親子研修旅行
(須崎方面)

リサイクル収集

赤ちゃん食堂(田野町保健センター)１０：００～

古紙収集(馬路)

県下一斉避難訓練

乳がん・子宮がん検診(魚梁瀬多目的施設)１４：００～
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村内あちらこちら

　
10
P
に
掲
載
し
た
と
お
り
、国
際

交
流
員
の
シ
ョ
ー
ン
の
任
期
が
満
了

と
な
り
、広
報
が
で
る
頃
に
は
東
京

で
新
し
い
生
活
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
皆
に
優
し
く
、日
本
人
以
上
に
気

配
り
が
で
き
る
シ
ョ
ー
ン
に
助
け
ら

れ
て
、約
２
年
間
、担
当
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。彼
が
、馬
路
村

に
来
て
く
れ
た
こ
と
を
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
シ
ョ
ー
ン
の
新
天
地
で
の
活
躍
を

祈
り
つ
つ
、ま
た
馬
路
村
に
遊
び
に

来
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
！

（
絢
）

7月12日　中芸消防大会（田野町）

6月20日　虫送り（日浦地区）

6月27日　第10回ケロケロ祭（魚梁瀬多目的施設）

7月11日　夕涼み会（馬路保育所）

7月18日　校内水泳大会(魚梁瀬小・中学校)

防災特集 ～災害に備えて～ ・・・・・・・・・・２
生活物資の備蓄・介護家族の集い ・・・・・・３
おらが村の学校便り36・・・・・・・・・・・・・４・５
役場職員の給与・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６
私たち、魚梁瀬ふるさと応援隊⑤ ・・・・・７
議会だよりNo.141・・・・・・・・・・・・・・・８・９
ショーンからジョンへ ・・・・・・・・・・・１０・１１

Dr. 中川の木の香る診察室から ・・・・・・・・１２
赤ちゃん万歳・ふるさとへの便り57 ・・・・・１３
安田川漫歩（14） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４・１５
お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６
行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７
村内あちらこちら･村のできごと ・・・・・・・１８

 3 日　夕涼み会（魚梁瀬保育所）
11日　夕涼み会（馬路保育所）
12日　中芸消防大会（田野町）
14日　校内水泳大会（馬路小学校）
  あかり教室（就業改善センター）
15日　馬路小・中学校終業式
18日　校内水泳大会（魚梁瀬小・中学校）
  魚梁瀬小・中学校終業式
28日　中芸地区小学校水泳交歓会
  (奈半利小学校）
31日　宿泊保育(～8/1)(馬路保育所)

１ 日　安田川アユ漁解禁
 2 日　校外美化活動(魚梁瀬小・中学校)
14日　村内一斉清掃
17日　体育会長杯ビーチボールバレー大会
  (魚梁瀬地区)
20日　虫送り(日浦地区)
  東部博 魚梁瀬森林鉄道アート＆ライブ
  (河口隧道)
27日　第10回ケロケロ祭(魚梁瀬多目的施設)

6月

7月

編
集
後
記

馬
路
保
育
所

▼

ショーン先生　2年間ありがとうショーン先生　2年間ありがとうショーン先生　2年間ありがとう
いつでも帰ってきてね　第二のふるさとが待ってるよ！


